
議案第２５号

杉並区立子供園条例の一部を改正する条例

上記の議案を提出する。

平成２４年２月１６日

提出者 杉並区長 田 中 良

杉並区立子供園条例の一部を改正する条例

杉並区立子供園条例（平成２１年杉並区条例第４２号）の一部を次のように改正

する。

別表第１に次のように加える。

杉並区立高井戸西子供園 杉並区高井戸西三丁目１５番４号

杉並区立西荻北子供園 杉並区西荻北一丁目１９番２２号

附 則

１ この条例は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、附則第３項の規定は、

公布の日から施行する。

２ 杉並区立幼稚園の保育料等徴収条例（昭和４４年杉並区条例第３６号）は、廃

止する。

３ この条例による改正後の杉並区立子供園条例別表第１に規定する杉並区立高井

戸西子供園及び杉並区立西荻北子供園の入園の承認に必要な準備行為は、この条

例の施行の日前においても行うことができる。

４ 杉並区職員定数条例（昭和２９年杉並区条例第１号）の一部を次のように改正

する。

第２条中「及び幼稚園」を削る。

第４条第１項中「並びに」を「及び」に、「学校及び幼稚園」を「学校」に、

「イ」を「ア」に、「ロ」を「イ」に改め、「及び幼稚園教育職員」を削る。

５ 杉並区職員の給与に関する条例（昭和５０年杉並区条例第９号）の一部を次の

ように改正する。



第１条第２項中「杉並区立幼稚園（」及び「を含む。）」を削る。

６ 杉並区職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例（平成１０年杉並区条例第

３号）の一部を次のように改正する。

第１条第２項中「杉並区立幼稚園（」及び「を含む。）」を削る。

７ 杉並区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例（平成１２年杉

並区条例第１７号）の一部を次のように改正する。

第２条中「杉並区立幼稚園（杉並区立子供園を含む。以下「幼稚園」とい

う。）」を「杉並区立子供園（以下「子供園」という。）」に改める。

第５条第２項及び第７条第４項中「幼稚園」を「子供園」に改める。

８ 杉並区幼稚園教育職員の給与に関する条例（平成１２年杉並区条例第１８号）

の一部を次のように改正する。

第２条中「杉並区立幼稚園（杉並区立子供園を含む。以下「幼稚園」とい

う。）」を「杉並区立子供園（以下「子供園」という。）」に改める。

第１５条第３項及び第１７条第２項中「幼稚園」を「子供園」に改める。

９ 杉並区幼稚園教育職員の給与等に関する特別措置に関する条例（平成１２年杉

並区条例第１９号）の一部を次のように改正する。

第２条中「杉並区立幼稚園（」及び「を含む。以下「幼稚園」という。）」を

削る。

第５条第２項第１号中「幼稚園行事」を「杉並区立子供園の行事」に改める。

１０ 杉並区立学校設置条例（昭和３５年杉並区条例第１号）の一部を次のように

改正する。

本則中「幼稚園、」を削る。

別表１の項を削り、同表２の項を同表１の項とし、同表３の項を同表２の項と

し、同表４の項を同表３の項とする。

１１ 杉並区立済美教育センター条例（昭和３９年杉並区条例第１５号）の一部を

次のように改正する。

第２条第１号中「幼稚園、」を削り、「特別支援学校」の次に「並びに杉並区

立子供園条例（平成２１年杉並区条例第４２号）に規定する子供園」を加える。



（提案理由）

子供園２箇所の設置に伴い、その名称及び位置を定める等の必要がある。
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杉並区立子供園条例の一部を改正する条例新旧対照表（抄）

附則第４項による改正（杉並区職員定数条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（定義） （定義）

第２条 この条例で「職員」とは、区 第２条 この条例で「職員」とは、区

長、議会、教育委員会、選挙管理委員 長、議会、教育委員会、選挙管理委員

会、監査委員及び農業委員会の事務部 会、監査委員及び農業委員会の事務部

局並びに教育委員会の所管する学校 局並びに教育委員会の所管する学校

（健康学園を含む。以下同じ。） （健康学園を含む。以下同じ。）及び

に常時勤務する地方公務員（副 幼稚園に常時勤務する地方公務員（副

区長及び教育長を除く。）をいう。 区長及び教育長を除く。）をいう。

（職員の定数） （職員の定数）

第４条 職員の定数は、次に掲げるとお 第４条 職員の定数は、次に掲げるとお

りとする。 りとする。

１及び２ 略 １及び２ 略

３ 教育委員会の事務部局及び 教育 ３ 教育委員会の事務部局並びに教育

委員会の所管する学校 の 委員会の所管する学校及び幼稚園の

職員 職員

ア 略 イ 略

イ 学校教育職員 ロ 学校教育職員及び幼稚園教育職

１２９人 員 １２９人

計 略 計 略

４～６ 略 ４～６ 略

合計 略 合計 略

２～４ 略 ２～４ 略

附則第５項による改正（杉並区職員の給与に関する条例の一部改正）

資 料 １
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新 条 例 旧 条 例

（目的） （目的）

第１条 略 第１条 略

２ 教育公務員特例法（昭和２４年法律 ２ 教育公務員特例法（昭和２４年法律

第１号）第２条第１項に定める教育公 第１号）第２条第１項に定める教育公

務員（杉並区立小学校、中学校及び特 務員（杉並区立小学校、中学校及び特

別支援学校の教員（市町村立学校職員 別支援学校の教員（市町村立学校職員

給与負担法（昭和２３年法律第１３５ 給与負担法（昭和２３年法律第１３５

号）第１条第１号に規定する職員を除 号）第１条第１号に規定する職員を除

く。）並びに 杉並区 く。）並びに杉並区立幼稚園（杉並区

立子供園 の園長及び教員に 立子供園を含む。）の園長及び教員に

限る。）の給与に関する事項は、別に 限る。）の給与に関する事項は、別に

条例で定める。 条例で定める。

附則第６項による改正（杉並区職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部

改正）

新 条 例 旧 条 例

（趣旨） （趣旨）

第１条 略 第１条 略

２ 教育公務員特例法（昭和２４年法律 ２ 教育公務員特例法（昭和２４年法律

第１号）第２条第１項に定める教育公 第１号）第２条第１項に定める教育公

務員（杉並区立小学校、中学校及び特 務員（杉並区立小学校、中学校及び特

別支援学校の教員（市町村立学校職員 別支援学校の教員（市町村立学校職員

給与負担法（昭和２３年法律第１３５ 給与負担法（昭和２３年法律第１３５

号）第１条第１号に規定する職員を除 号）第１条第１号に規定する職員を除

く。）並びに 杉並区 く。）並びに杉並区立幼稚園（杉並区

立子供園 の園長及び教員に 立子供園を含む。）の園長及び教員に
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資 料 １

限る。）の勤務時間、休日、休暇等に 限る。）の勤務時間、休日、休暇等に

関しては、別に条例で定める。 関しては、別に条例で定める。

附則第７項による改正（杉並区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する

条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（職員の定義） （職員の定義）

第２条 この条例において、幼稚園教育 第２条 この条例において、幼稚園教育

職員（以下「職員」という。）とは、 職員（以下「職員」という。）とは、

杉並区立子供園（以下「子供園」とい 杉並区立幼稚園（杉並区立子供園を含

う。） の園 む。以下「幼稚園」という。）の園

長、副園長、教諭及び養護教諭をい 長、副園長、教諭及び養護教諭をい

う。 う。

（週休日） （週休日）

第５条 略 第５条 略

２ 教育委員会は、職務の性質により特 ２ 教育委員会は、職務の性質により特

別の勤務形態によって勤務する必要の 別の勤務形態によって勤務する必要の

ある職員については、前項の規定にか ある職員については、前項の規定にか

かわらず、４週間ごとの期間につき８ かわらず、４週間ごとの期間につき８

日の週休日（育児短時間勤務職員等に 日の週休日（育児短時間勤務職員等に

あっては８日以上で当該育児短時間勤 あっては８日以上で当該育児短時間勤

務等の内容に従った週休日、再任用短 務等の内容に従った週休日、再任用短

時間勤務職員にあっては８日以上の週 時間勤務職員にあっては８日以上の週

休日）を設けるものとする。ただし、 休日）を設けるものとする。ただし、

職務の特殊性又は当該子供園の特殊の 職務の特殊性又は当該幼稚園の特殊の

必要（育児短時間勤務職員等にあって 必要（育児短時間勤務職員等にあって

は、当該育児短時間勤務等の内容）に は、当該育児短時間勤務等の内容）に

より、これにより難い場合において、 より、これにより難い場合において、
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人事委員会の承認を得て、４週間を超 人事委員会の承認を得て、４週間を超

えない期間につき１週間当たり１日以 えない期間につき１週間当たり１日以

上の割合で週休日（育児短時間勤務職 上の割合で週休日（育児短時間勤務職

員等にあっては、４週間を超えない期 員等にあっては、４週間を超えない期

間につき１週間当たり１日以上の割合 間につき１週間当たり１日以上の割合

で当該育児短時間勤務等の内容に従っ で当該育児短時間勤務等の内容に従っ

た週休日）を設けるときは、この限り た週休日）を設けるときは、この限り

でない。 でない。

（休憩時間） （休憩時間）

第７条 略 第７条 略

２及び３ 略 ２及び３ 略

４ 前３項の休憩時間は、職務の特殊性 ４ 前３項の休憩時間は、職務の特殊性

又は当該子供園の特殊の必要がある場 又は当該幼稚園の特殊の必要がある場

合において、一斉に与えないことがで 合において、一斉に与えないことがで

きる。 きる。

附則第８項による改正（杉並区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（職員の定義） （職員の定義）

第２条 この条例において、幼稚園教育 第２条 この条例において、幼稚園教育

職員（以下「職員」という。）とは、 職員（以下「職員」という。）とは、

杉並区立子供園（以下「子供園」とい 杉並区立幼稚園（杉並区立子供園を含

う。） の園 む。以下「幼稚園」という。）の園

長、副園長、教諭及び養護教諭をい 長、副園長、教諭及び養護教諭をい

う。 う。

（通勤手当） （通勤手当）

第１５条 略 第１５条 略

２ 略 ２ 略
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資 料 １

３ 子供園を異にする異動又は在勤する ３ 幼稚園を異にする異動又は在勤する

子供園の移転に伴い、通勤の実情に変 幼稚園の移転に伴い、通勤の実情に変

更を生ずることとなった職員で教育委 更を生ずることとなった職員で教育委

員会規則で定めるもののうち、当該異 員会規則で定めるもののうち、当該異

動又は子供園の移転の直前の住居（当 動又は幼稚園の移転の直前の住居（当

該住居に相当するものとして教育委員 該住居に相当するものとして教育委員

会規則で定める住居を含む。）からの 会規則で定める住居を含む。）からの

通勤のため、新幹線鉄道等の特別急行 通勤のため、新幹線鉄道等の特別急行

列車その他の交通機関等でその利用が 列車その他の交通機関等でその利用が

教育委員会規則で定める基準に照らし 教育委員会規則で定める基準に照らし

て通勤事情の改善に相当程度資するも て通勤事情の改善に相当程度資するも

のであると認められるものを利用し、 のであると認められるものを利用し、

その利用に係る特別料金等（その利用 その利用に係る特別料金等（その利用

に係る運賃等の額から運賃等相当額の に係る運賃等の額から運賃等相当額の

算出の基礎となる運賃等に相当する額 算出の基礎となる運賃等に相当する額

を減じて得た額をいう。以下同じ。） を減じて得た額をいう。以下同じ。）

を負担することを常例とするものの通 を負担することを常例とするものの通

勤手当の額は、前項の規定にかかわら 勤手当の額は、前項の規定にかかわら

ず、教育委員会規則で定めるところに ず、教育委員会規則で定めるところに

より算出したその者の支給対象期間の より算出したその者の支給対象期間の

通勤に要する特別料金等の額の２分の 通勤に要する特別料金等の額の２分の

１に相当する額（その額を支給月数で １に相当する額（その額を支給月数で

除して得た額が２万円を超えるとき 除して得た額が２万円を超えるとき

は、２万円に当該支給月数を乗じて得 は、２万円に当該支給月数を乗じて得

た額）及び同項の規定による額の合計 た額）及び同項の規定による額の合計

額とする。 額とする。

４～７ 略 ４～７ 略

第１７条 略 第１７条 略

２ 教員特殊業務手当は、職員が子供園 ２ 教員特殊業務手当は、職員が幼稚園
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の管理下において行う非常災害時等の の管理下において行う非常災害時等の

緊急業務に従事した場合で、当該業務 緊急業務に従事した場合で、当該業務

が心身に著しい負担を与える程度のも が心身に著しい負担を与える程度のも

の（人事委員会の承認を得て教育委員 の（人事委員会の承認を得て教育委員

会規則で定める程度のものに限る。） 会規則で定める程度のものに限る。）

であるときに支給する。 であるときに支給する。

３及び４ 略 ３及び４ 略

附則第９項による改正（杉並区幼稚園教育職員の給与等に関する特別措置に関する

条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（定義） （定義）

第２条 この条例において、幼稚園教育 第２条 この条例において、幼稚園教育

職員（以下「職員」という。）とは、 職員（以下「職員」という。）とは、

杉並区立子供園 杉並区立幼稚園（杉並区立子供園を含

の園 む。以下「幼稚園」という。）の園

長、副園長、教諭及び養護教諭をい 長、副園長、教諭及び養護教諭をい

う。 う。

（職員の超過勤務及び休日勤務） （職員の超過勤務及び休日勤務）

第５条 略 第５条 略

２ 職員に対し超過勤務及び休日勤務を ２ 職員に対し超過勤務及び休日勤務を

させる場合は、次に掲げる業務に従事 させる場合は、次に掲げる業務に従事

する場合で、臨時又は緊急にやむを得 する場合で、臨時又は緊急にやむを得

ない必要があるときに限るものとす ない必要があるときに限るものとす

る。 る。

(１) 杉並区立子供園の行事に関する (１) 幼稚園行事 に関する

業務 業務

(２)及び(３) 略 (２)及び(３) 略
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資 料 １

附則第１０項による改正（杉並区立学校設置条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

杉並区に学校教育法（昭和２２年法律 杉並区に学校教育法（昭和２２年法律

第２６号）第１条に定める 小学 第２６号）第１条に定める幼稚園、小学

校、中学校及び特別支援学校を別表のと 校、中学校及び特別支援学校を別表のと

おり設置する。 おり設置する。

附則第１１項による改正（杉並区立済美教育センター条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（事業） （事業）

第２条 センターは、前条の目的を達成 第２条 センターは、前条の目的を達成

するため、次の事業を行う。 するため、次の事業を行う。

(１) 学校（杉並区立学校設置条例 (１) 学校（杉並区立学校設置条例

（昭和３５年杉並区条例第１号）に （昭和３５年杉並区条例第１号）に

規定する 小学校、中学校及 規定する幼稚園、小学校、中学校及

び特別支援学校並びに杉並区立子供 び特別支援学校

園条例（平成２１年杉並区条例第４

２号）に規定する子供園をいう。） をいう。）

の経営支援及び教育に関する調査研 の経営支援及び教育に関する調査研

究に関すること。 究に関すること。

(２)～(５) 略 (２)～(５) 略


